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年　　月　　日

平成 15年度海洋地球研究船「みらい」を利用する研究課題申込書

海洋科学技術センター理事長　殿

研究申込者（代表者）

所属先名

職　　名

住　　所

海洋地球研究船「みらい」を利用する研究課題について次のとおり申し込みます。

1. 希望航海番号　（各航海名・各レグ毎に記入して下さい）
MR　　-K　　（Leg.　　）

2. 希望乗船期間　（各航海・各レグ毎に記入して下さい）
　平成　　年　　月　　日　～　平成　　年　　月　　日

3.研究課題名（手短にお願いします。科学技術振興調整費、科学研究費補助金、国際プロジェクト
により実施される課題はその旨明記して下さい。）

4.乗船希望者及び乗船希望人数　　　　　　　　　　　　　人

氏名 所属機関 職名・身分
センターでの

職名・身分



2

5.研究計画の目的・内容
（220 字以内厳守、半角文字や句読点も１字に数えます。本部分はそのまま採択審議時の資料に致
しますので、ご留意願います。）

6.測点に関する要望
（ご要望がある場合、緯度、経度等観測希望測点の位置が解るようご記入下さい。また必要に応じ

海域測点図を添付して下さい。）

7.外国の EEZ（200海里）内での観測（どちらか該当を○で囲んで下さい。）　　　有　　・　　無

8.シップタイム
（主な甲板作業とそれに要するシップタイム＜日数・時間数の単位を用いて＞を一覧表にして下さ

い。）
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9.使用予定の「みらい」本船観測機器
（別紙『「みらい」本船観測機器使用申込表』の該当欄に○をして戴き、そのうち主な使用機器名を

本欄にご記入下さい。尚、使用申込表へは実際の観測計画にもとづいた記入をお願いします。特

に RI に関する機器については、使用に際して事前調整等を必要とする機器がありますので、記
入漏れのないようご注意下さい。）

10.申込者が持ち込む観測機器
（機材スペースの関係上サイズ＜大きさ、重量、数量＞がわかるようにご記入下さい。H15年度は、
本船が国内に寄港する機会が殆どなく、航海上必要な備品等を出港当初から搭載するため、持ち

込み機材のスペースが非常に限られます。このスペース上の問題が課題選択時に目安となること、

予めご了承願います。また、外国での観測機器の持ち込みは＜通関上トラブルとなるケースもあ

るため＞、認められておりません。）
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11.連絡先（常に連絡が取れる方の連絡先をご記入下さい。）
氏 名     

所属機関名

郵 便 番 号     

住 所     

T E L     

F A X     

携 帯 電 話     （必ずしも記入される必要はありません。）

E - m a i l     

12.本研究航海で採集・取得するサンプルおよびデータのセンターへの届出・公開期限についてご記
入下さい。センターに届出・公開できない場合には、その理由を記入してください。

（「みらい」を利用して取得されるデータ/サンプル及び成果の取扱い方針をお読み下さい。）

13.関連課題の研究成果
（お申し込みの課題と関連する研究成果につき、成果を発表された論文等の題名、発表年、発表

者名、発表先＜学会名等＞をご記入下さい。）

14.その他
　（「みらい」共同利用に関するご意見等がありましたらご記入下さい。）
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15.乗船に関わる経費
「みらい」乗船に係わる経費について支給希望の有無をお知らせ下さい。

　（センターは乗船研究者の「みらい」乗船に係わる旅費、食卓料および研究資機材の輸送費＜

限度額有り＞を、必要と認めるものについて、センターの規定に基づき、予算の範囲内で負

担することができます。交通費概算・輸送費概算については、この金額をもとに予算計上し

ますので、なるべく正確な額をご記入下さい。尚、乗船地が関根浜の場合、センターむつ交

流棟への宿泊を基準とした宿泊料（7000～8500 円）と致します。また航空賃については、エ
コノミークラス正規割引運賃を適用する場合があります。）

・乗船研究者の乗船に係わる経費のセンター負担の要望　　有　　　・　　　無

有の場合：下記（ａ）～（ｂ）の該当個所にできるだけ詳細にご記入下さい。

（ａ）旅費

氏　名 役　職 乗船地 下船地 交通費概算

小　計

（ｂ）輸送費（外国での資機材の持ち込みは認められておりません。従いまして、皆様の所在地～

国内積み揚げ港間の輸送費が対象となります。）

輸送品目 輸送手段 輸送費概算

小　計

合　計


